
  

 
 

熱中症対策に資する現場管理費を補正する場合の提出資料の作成方法 
 

施工開始日から施工完了日までの真夏日を確認できる資料を作成する。資料は、工事打合せ簿により報

告した気象庁又は環境省の計測データを基に作成する。 

 

気象庁の地上気象観測所の日最高気温を用いる場合 

① 気象庁の Web にアクセス する。https://www.data.jma.go.jp/gmd/risk/obsdl/index.php 

② 地点を選ぶ画面で、観測地点として愛知県の名古屋を選択する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

③ 項目を選ぶ画面で日別値、日最高気温を選択。期間を選ぶ画面で施工開始日から施工完了日までの期

間を指定する。 
 

別紙１ 



 

④ CSV ファイルをダウンロードからCSVファイルをダウンロードする。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ ダウンロードしたCSVファイルのデータの真夏日を確認する。

 

 

ダウンロードしたCSVファイルのデータと施工開始日の日付が同

じであることを確認する。 

ダウンロードしたCSVファイルのデータと施工完了日の日付が同じ

であることを確認する。 

真夏日とは日最高気温が30℃以上の日をいう。ただし、夜間工

事の場合は、作業時間帯の最高気温が30℃以上の場合とする。 



 

⑥ ダウンロードしたCSVファイルの日付が施工開始日から施工完了日までの期間であることを確認したら、シ

ート全体をコピーする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ 参考様式のエクセルを開き、算出根拠（気象庁データ貼付け）のシートの左上を選択し、コピーしたCSVファ

イルのデータをシートに貼り付ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

気象庁のCSVファイルのデータを使用した場合、算出根拠（気象庁データ貼付け）のシートにデータを貼り

付ける。（違うシートに貼り付けると数値が反映しないため、注意する。） 

 

  

左上をクリックしてシート全体をコピーする 

左上をクリックしてコピーしたデータを貼り付ける。 



⑧ 真夏日日数集計表（参考様式１）を作成する。 

⑦のデータ貼付け作業完了後に真夏日日数集計表（参考様式１）のシートを開くと施工開始日からの気温が

反映されるので、施工開始日から施工完了日までの真夏日を確認する。 

 作業項目は、リストから選択して入力する。  

 入力誤りを防止するため、現場作業があった際にはその都度作業項目を入力するようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【CSVファイルのデータ貼り付け前】 

【真夏日が発生している場合】 

施工開始日からの

データとなってい

ることを確認する。 

気象庁のCSVファイルのデータを貼付け

た場合は、日最高気温の列が３０℃以上

となった場合に真夏日判定（作業日）の

列に真夏日と表示される。 

【CSVファイルのデータ貼り付け後】 



⑨ 真夏日率算出表（参考様式２）を確認及び作成する。 

真夏日率算出表は、「条件入力」、「真夏日日数集計表」のシートで入力した内容が反映されるが、各シートに

入力誤りがあると正しい数値が算出されないので、注意する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 ※１ 熱中症対策補正値は、小数点以下３位を四捨五入し２位止めとする。 

 

   
 

 

 

 

 

※３ 年末年始、夏季休暇、工場制作のみの期間、工事の一時中止期間、現場閉所日の真夏日は集計しな

い。 

 

 

 

 
⑩ 熱中症対策実績確認書（参考様式３）を作成する。 

 該当する熱中症対策項目に〇（リストから選択）を入力し、実施状況の写真を貼り付ける。 

 なお、実施写真には工事名が入った黒板も含め撮影をするようにする。 

 

 

①準備期間 ②施工に必要な実日数+③不稼働日 ④後片付け期間 

現場管理費＝ 対象純工事費×{(現場管理費率 × 補正係数)＋補正値（熱中症対策補正値）} 

熱中症対策補正値（％）※１＝ 

施工開始日から施工完了日までの真夏日※３ 

対象期間 ※２ 
× １．２（補正係数） 

▼工期の始期日 

※２ 対象期間（年末年始、夏季休暇、工場制作のみの

期間及び工事の一時中止期間は含まない。） 

工期の終期日▼ 

▲  ▲  

条件入力箇所 

真夏日日数集計表箇所 

真夏日率及び 

熱中症対策補正値 

【熱中症対策期間による対象期間及び真夏日の計上日数の考え方】 

▼施工開始日 施工完了日▼ 



 

⑪ 補足 夜間作業を実施した場合、施工時間の気温が必要となるため、③の項目を選ぶ画面で時別値、気温

を選択。期間を選ぶ画面で夜間作業を施工した期間を指定し、CSVファイルのデータをダウンロードする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ダウンロードしたCSVファイルのデータから夜間作業時間帯での真夏日を確認し、真夏日日数集計表（参考

様式１）に最高気温を手入力で入力する。 

ダウンロードしたCSVファイルのデータは印刷して、資料として提出する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CSVファイルのデータを確認し、夜間作業日

に該当する日最高気温の箇所を手入力で入

力する。 

CSVファイルのデータを提出する場合、

作業時間帯での最高気温が分かるよう

に入力する。 



 

環境省が公表している観測地点の暑さ指数（WBGT）※を用いる場合 
※ 暑さ指数（WBGT（湿球黒球温度）Wet Bulb Glob Temperature） 

熱中症を予防することを目的として 1954 年にアメリカで提案された指標。 単位は気温と同じ摂氏度（℃）で

示されるが、その値は気温とは異なる。暑さ指数（WBGT）は人体と外気との熱のやりとり（熱収支）に着目した

指標で、人体の熱収支に与える影響の大きい ①湿度、 ②日射・輻射(ふくしゃ)など周辺の熱環境、 ③気温

の３つを取り入れた指標である。 

なお、愛知中部水道企業団熱中症対策に資する現場管理費補正の試行要領では、観測地点の暑さ指数

（WBGT）が25℃以上となる日を真夏日とみなす。 

 

① 環境省熱中症予防情報サイトの Web にアクセス する。 http://www.wbgt.env.go.jp/record_data.php  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 過去データから地点（名古屋）を選択し、CSVファイルのデータを出力する。 

 環境省の暑さ指数（WBGT）によるCSVファイルは月毎となっているため、施工開始日から施工完了日までの全

ての月のCSVファイルを出力する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境省が公表している観測地点  

過去データも検索可能  
暑さ指数(WBGT)の実況値  

環境省熱中症予防情報サイトより  

別紙２ 



 

③ 各月の出力したCSVファイルのデータを開き、A～D列全てをコピーする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 真夏日率等算出表（参考様式）のエクセルを開き、算出根拠（環境省WBGTデータ貼付け）のシートのA～D

列にコピーしたCSVファイルのデータを貼り付ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境省のCSVファイルのデータを使用した場合、算出根拠（環境省WBGTデータ貼付け）のシートにデータ

を貼り付ける。（違うシートに貼り付けると数値が反映しないため、注意する。） 

 

 

 

 

 

A～D列を選択しコピーする 

データを開くと１日から１時間事のデ

ータとなっている。 



⑤ 施工開始日から施工完了日までの各月のCSVファイルのデータを算出根拠（WBGT）（環境省）のシートに

貼り付ける。貼り付ける際には、翌月はE列～H列、翌々月はI列～L列のように順番に４列ずつ貼り付ける。シ

ートの貼り付ける位置が異なれば、数式に反映しなくなるため、注意する。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 真夏日日数集計表を作成する。 

⑤のデータ貼付け作業完了後に真夏日日数集計表（参考様式１）のシートを開くと施工開始日の月からの気

温が反映されるので、施工開始日から施工完了日までの真夏日を確認する。 

なお、環境省のCSVファイルのデータは、その月の１日からの暑さ指数が表示されるが、作業項目は施工開 

始日から入力する。 

入力誤りを防止するため、現場作業があった際にはその都度作業項目を入力するようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

翌月のCSVファイルは順番に４列ずつ

貼り付ける。 

参考例（翌月） 

E列からH列に貼り付ける。 

翌々月のCSVファイルはI列か

らL列に順番に貼り付ける。 

 

【CSVファイルのデータ貼り付け後】 【CSVファイルのデータ貼り付け前】 

真夏日日数集計表では、暑さ指数（環境省）（WBGT）の列

に暑さ指数が表示され、暑さ指数の列が２５℃以上となった

場合に真夏日判定の列に真夏日と表示される。 

なお、その年の暑さ指数のCSVファイルのデータの情報提

供時期については、環境省のホームページを参照とする。 



 

⑦ 真夏日率算出表（参考様式２）及び熱中症対策実績確認書（参考様式３）を作成する。 

「気象庁の地上気象観測所の日最高気温を用いる場合」の⑨、⑩と同様に作成をする。 

 

⑧ 補足 夜間作業を実施した場合、環境省の暑さ指数によるCSVファイルのデータは1時間事のデータとなっ

ているため、夜間作業時間帯での真夏日を確認し、真夏日日数集計表（参考様式１）に暑さ指数を手入力で

入力する。 

ダウンロードしたCSVファイルのデータは印刷して、資料として提出する。 

 

 

なお、夜間作業を施工した場合は、作業時間帯

の一番高い暑さ指数をCSVファイルのデータか

ら確認を行い、手入力で暑さ指数を入力する。 

CSVファイルのデータを提出する場合、夜間作 

業時間帯での最高気温が分かるようにする。 

環境省のCSVファイルのデータを資料として提 

出する場合、夜間作業日の時間帯箇所を印刷 

して、提出する。 


